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▼
日
時
・
内
容

◎
10 
月
８
日

（水）　

10 
時
〜
12 
時

﹁
商
標
出
願
に
挑
戦
し
て
み
よ
う
﹂

◎
10 
月
24
日

（金）　

10 
時
〜
12 
時

﹁
特
許
出
願
の
た
め
の
基
礎
知
識
﹂

▼
場
所　

市
公
民
館

▼
講
師　

特
許
情
報
活
用
支
援
ア

ド
バ
イ
ザ
ー　

佐
々
木
俊
司

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

大
分
県
知
的
所
有
権
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
７-

５
９
６-

７
１
１
１

︵
内
線
２
７
３
︶

　

毎
年
行
っ
て
い
ま
す
史
談
会
の

市
内
史
跡
め
ぐ
り
を
、
今
年
度
は
、

上
青
江
地
区
で
行
い
ま
す
。
史
談

会
の
会
員
以
外
の
方
も
自
由
に
参

加
し
て
下
さ
い
。

▼
日
時　

11
月
16 
日

（日）

９
時　

津
久
見
市
役
所
出
発

帰
着
予
定　

16 
時
ご
ろ

▼
行
き
先　

畑
地
区
︵
村
上
神
社

宝
篋
印
塔
・
五
輪
塔
↓
夕
顔
の

墓
な
ど
︶
、
原
地
区
︵
石
塚
・
尼

僧
の
墓
︶
、
男
郎
淵
・
女
郎
淵
、

小
蜜
柑
先
祖
木
・
道
尾
地
区
︵
道

尾
石
幢
、
磨
崖
五
輪
塔
、
庚
申

塔
、
石
畳
︶
、
垣
籠　

磨
崖
仏
、

赤
木
の
磨
崖
五
輪
塔
、
鬼
丸
地

区
︵
板
碑
・
キ
リ
シ
タ
ン
墓
地
、

磨
崖
五
輪
塔
︶
、
岩
屋
口
の
横

穴
古
墳
、
川
内
公
民
館
、
奥
川

内
地
区
︵
川
内
石
幢
、
奥
川
内

五
輪
塔
群
︶、川
内
天
神
笠
塔
姿

※
歩
き
や
す
い
靴
で
お
い
で
く
だ

さ
い
。

▼
参
加
費　

１
５
０
０
円

︵
非
会
員
は
２
０
０
０
円
︶

▼
昼
食　

弁
当
・
水
筒
を
持
参
し

て
下
さ
い
。

▼
募
集
人
員　

先
着
80
人

▼
申
込
締
切　

11
月
10 
日

（月）

▼
申
込
先　

会
長　

酒
井　

博

☎
82-

３
６
９
７

　

個
々
の
労
働
者
と
事
業
主
と
の

間
の
紛
争
の
未
然
防
止
、
紛
争
が

発
生
し
た
場
合
の
自
主
的
な
解
決

の
促
進
等
を
理
解
し
て
頂
く
た
め

に
開
催
す
る
も
の
で
、
経
営
者
、

人
事
・
労
務
管
理
担
当
者
、
労
働

者
等
を
は
じ
め
、
一
般
の
方
々
も

参
加
で
き
ま
す
。

※
参
加
料
は
無
料
で
す
。︵
先
着

２
０
０
名
・
事
前
申
込
必
要
︶

▼
日
時　

10 
月
28
日

（火）　

14 
時
〜

17 
時

▼
場
所　

大
分
県
医
師
会
館
７
階

大
会
議
室

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

大
分

労
働
局
総
務
部
企
画
室

☎
０
９
７-

５
３
６-

３
２
１
８

ま
た
は
最
寄
の
労
働
基
準
監
督

署
・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

▼
日
時　

10 
月
19 
日

（日）

10 
時
30
分
〜
12 
時
30
分

▼
場
所　

津
久
見
市
民
会
館

☎
82-

５
２
６
５

▼
プ
ロ
グ
ラ
ム

◎
講
演
Ⅰ
﹃
骨
粗
鬆
症
に
つ
い
て

︵
仮
称
︶
﹄　

杵
築
市
立
山
香
病

院　

整
形
外
科　

副
院
長　

内

納
正
一
先
生

◎
講
演
Ⅱ
﹃
骨
粗
鬆
症
の
運
動
療

法
﹄　

津
久
見
市
医
師
会
立　

津
久
見
中
央
病
院　

リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
部　

理
学
療
法
士

太
田
大
輔
先
生

※
講
演
終
了
後
、
県
内
各
地
の
整

形
外
科
医
に
よ
る
療
養
相
談
を

行
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

下
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

小
田
ク
リ
ニ
ッ
ク

☎
82-

０
２
８
０

◎
水
産
部
門

▼
日
時　

10 
月
18 
日

（土）
〜
19 
日

（日）

▼
場
所　

別
府
市
亀
川
漁
港

▼
主
な
行
事　

産
地
直
売
コ
ー
ナ

ー
、
ブ
リ
・
ウ
ナ
ギ
の
つ
か
み

ど
り
な
ど

◎
農
林
部
門

▼
日
時　

10 
月
25
日

（土）
〜
26
日

（日）

▼
場
所　

別
府
市
別
府
公
園

▼
主
な
行
事　

ふ
る
さ
と
産
直
・

地
域
と
れ
た
て
市
、
ふ
る
さ
と

の
味
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ
先　

大
分
県
農
林

水
産
祭
実
行
委
員
会
事
務
局

☎
０
９
７-

５
０
６-

３
５
４
４

　

例
年
２
月
に
行
っ
て
い
ま
し
た

﹁
し
ら
う
め
祭
り
﹂
を
、
今
年
度
は

11
月
30
日
に
実
施
の
予
定
で
計

画
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
趣
向

を
凝
ら
し
た
多
彩
な
コ
ー
ナ
ー
を

準
備
し
て
い
ま
す
の
で
、
皆
様
の

お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

白
梅
荘　

深
江
・
小
野

☎
82-

０
３
４
５

◎
交
通
遺
児
等
育
成
資
金

▼
対
象
者　

自
動
車
事
故
に
よ
り

死
亡
ま
た
は
重
度
の
後
遺
障
害

が
残
っ
た
方
の
お
子
様
︵
０
歳

〜
中
学
校
を
卒
業
ま
で
︶
を
対

象
と
し
、
そ
の
保
護
者
の
生
活

状
況
が
、
一
定
の
要
件
︵
住
民
税

の
非
課
税
等
︶に
合
致
す
る
方
。

▼
貸
付
金
額　

︵
貸
付
対
象
者
一

人
に
対
し
て
︶

・
貸
付
と
同
時
に
一
時
金
⋯
15 
万

５
千
円

・
貸
付
期
間
中　

月
額
２
万
円

・
小
・
中
学
校
入
学
時
に
入
学
支

度
金　

４
万
４
千
円

▼
貸
付
期
間　

貸
付
決
定
の
月
か

ら
中
学
卒
業
の
月
ま
で

▼
利
子　

無
利
子

▼
返
還
方
法　

一
括
返
還
ま
た
は
、

20
年
以
内
の
均
等
割
賦
︵
月
賦

ま
た
は
、
月
賦
・
半
年
賦
併
用
︶

に
よ
る
返
還
方
法
を
選
択
。︵
高

校
・
大
学
に
進
学
し
た
場
合
、
在

学
期
間
は
返
還
猶
予
で
き
ま
す
︶

◎
介
護
料
支
給

▼
対
象
者　

自
動
車
事
故
で
﹁
脳
﹂、

﹁
脊
髄
﹂
、﹁
胸
腹
部
臓
器
﹂
を
損

傷
し
、
重
度
の
後
遺
障
が
い
を

持
ち
、﹁
常
時
﹂
ま
た
は
﹁
随
時
﹂

の
介
護
が
必
要
と
な
っ
た
方
。

▼
支
給
額

・
常
時
要
介
護
の
方　

自
賠
責
後

遺
障
害
等
級
﹁
１
級
１
号
﹂
ま
た

は
﹁
１
級
２
号
﹂
月
額
５
８
、
５

７
０
円
〜
１
３
６
、８
８
０
円

・
随
時
要
介
護
の
方
⋯
自
賠
責
後

遺
障
害
等
級
﹁
２
級
１
号
﹂
ま
た

は
﹁
２
級
２
号
﹂
月
額
２
９
、
２

９
０
円
〜
５
４
、０
０
０
円

▼
問
い
合
わ
せ
先　

自
動
車
事
故

対
策
機
構
大
分
支
所

☎
０
９
７-

５
３
４-

９
３
４
１

特
許
情
報
活
用
セ
ミ
ナ
ー

津
久
見
史
談
会
史
跡
め
ぐ
り

大
分
県
農
林
水
産
祭

お
お
い
た
み
の
り
フ
ェ
ス
タ

個
別
労
働
紛
争

自
主
解
決
セ
ミ
ナ
ー

「
骨
と
関
節
の
日
」市
民
講
座

「
交
通
遺
児
等
育
成
資
金
」

「
介
護
料
支
給
」の
ご
案
内

し
ら
う
め
祭
り
の

日
程
が
変
更
さ
れ
ま
す


